
○公園、医療機関、働く場、商店の少なさが課題

○子どもを産むことについて、「仕事と子育ての両立」

　「金銭的な負担」を理由に、理想の数が産めていない

○子育ての負担軽減の現状→実家に近い、親のからの支援がある

○定住理由→「一軒家の購入」を挙げる人が多い

ぽっぽかんでの聞き取りから　6月２９日実施　対象：46人

○理想の子どもの数を産むための条件や、必要な子育て支援の

　取組みについて、「経済的な援助」を挙げている人が多い

○働きやすい職場環境の整備、子どもを安心して預けられる場所の

　整備を望んでいる人が多い

○町内就労の場の不足を感じている人が多い。

　→子ども将来働く場への不安

○公園や医療機関の不足。特に公園や遊び場の整備を望む声

○公共交通や買い物の場などの充実。特に交通の利便性は住みつづける

　ための条件として多く挙がっている。

子育て世代へのアンケートから　７月中旬実施　回答：137人　

○人生のパートナーと出会う機会づくり

○ぽっぽかんなどでの多世代交流、つながりづくりが必要

○地域における生涯学習の推進、郷土愛の醸成　　など

総合計画審議会・まちのたね見つけ隊での意見

■経済的負担の軽減　　　　■学童保育の充実
■不妊治療への支援　　　　■特徴ある学校教育
■住宅の新築購入補助、中古物件のリフォーム補助など
　住宅取得に対する支援
■仕事と子育ての両立できる職場環境づくり
■自然を活かした公園、子どもの遊び場づくり
■シビックプライド・郷土愛の醸成
■御嵩町の豊かな自然環境を、子育てする際の魅力と
　感じている人も多い！

聞き取りやアンケートから
導かれる課題・取組みなど

基本事業１：妊娠・出産・子育てについての切れ目のない支援の充実
　　　　　・乳幼児家庭全戸訪問事業　・養育支援訪問事業　・特定不妊治療費助成事業　　
　　　　　・（新）子どもの記念日お祝い事業　・（新）移住交流・子育て支援ポータルサイト構築事業　
基本事業２：安心して子供を預けられる魅力ある保育環境づくり
　　　　　・（新）ぎふ・みたけの木育推進事業　・（新）すくすくもぐもぐ子育て応援事業　
　　　　　・（新）保育士の資質向上、人事交流事業

基本目標２「ひとが元気！」　※現在の取組み・事業案
基本的な方向性

施策１：健やかに産み育てるための環境づくり

基本事業１：御嵩町ならではの魅力ある学習プログラムの推進
　　　　　・（新）ICT 活用による環境教育推進事業　・（新）みたけロボットアカデミー（仮称）
　　　　　・（H27～）環境モデル都市交流事業
基本事業２：安心して子供を預けられる魅力ある保育環境づくり
　　　　　・学校支援員配置事業　・学校評議員制度　・学校安全サポート事業
　　　　　・幼保・小・中学校関係機関連携事業

施策２：学校教育の充実

基本事業１：地域とのつながりを活かした教育の充実　　
　　　　　・ふるさとふれあい夢づくり事業　・（新）未来につなぐ！ふるさとみたけカルタ作成事業
　　　　　・乳幼児家庭教育学級事業　　
基本事業２：家庭教育の推進
　　　　　・一家庭一実践事業　・家庭教育力向上事業
基本事業3：大人も子どもも学びあえる環境づくり
　　　　　・生涯学習講座事業　・無形民族文化財保護事業

施策３：家庭教育・社会教育の推進

基本事業１：子どもを預けられる場の拡充
　　　　　・ファミリーサポートセンター事業　・時間外保育事業　・放課後児童健全育成事業
　　　　　・（新）子育て短期支援事業（ショートステイ）
基本事業２：子育てを応援する企業の機運の醸成

施策４：仕事と子育ての両立に向けた支援の充実

結婚、妊娠、出産から、就学前の保育、学校教育まで、各段階で必要な支援を行い、子育て世代に「選ばれる」まち
づくりを進めます。また、企業等の協力のもと、子育てをしながらでも働きやすい環境づくりを進めます。

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
～子育て世代に選ばれる地域づくりに向けて～
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